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 第 2 章「日本における情動コンピテンス」では、4 つの研究を取り上げた。  





研究 2a（大学生・一般社会人 929 人）では情動コンピテンスプロフィール日本語短縮
版を作成し、研究 2b（大学生 295 人）では改訂版 WLEIS (Wong & Law Emotional Intelligence 
Scale) を作成し、それぞれの十分な信頼性と基準関連妥当性を確認した。  




第 3 章「ストレス経験と情動コンピテンスの成長」は、3 つの研究を取り上げた。  




研究 5（大学生 484 人）では、大学生を対象として、大学入試期間のことを想起させ、
自分自身の力で問題解決に向かう自己活用接近対処と､他者からのサポートを生かす他者
活用対処が、情動コンピテンスの成長感を高めることが示された。  
研究 6（大学生 101 人）では、大学の定期試験期間の自他の情動調整行動が、情動コン
ピテンスの変化と正に関連する可能性を検討する縦断研究を行い、肯定的再解釈と気晴ら
しが情動コンピテンス自己領域と他者領域の両方の変化と正に関連することを示した。  
― 2 ― 
第 4 章「情動コンピテンスと被排斥者に対する情動調整行動  」では、コンピュータの
ディスプレイ上で仮想的にキャッチボールを行う「サイバーボール課題」を用いて、「他
者が排斥されている状況」を設定し、その時の被排斥者の情動を調整する行動に対して情
動コンピテンスの個人差がどのように現れてくるのかを調べる 3 つの研究を行った。  
研究 7（大学生 40 人）では、情動コンピテンス他者領域の得点が高い人ほど、被排斥
者の悲しみを和らげる行動を実際に行うことが明らかになった。この関連は、社会的望ま
しさの影響を統制しても認められた。  
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 第 2 章では、研究で使用する情動コンピテンス尺度の構成に関する 4 つの研究を取り上
げた。すなわち、研究１では情動コンピテンス尺度の日本語版の作成、研究 2a ではその




















Moïra Mikolajczak 教授とコンタクトを取り、その研究成果は Assessment 誌などに論文
が採択された。実験室実験は、アメリカのパーデュー大学の Kipling Williams 教授とコ
ンタクトを取って研究を進め、Emotion 誌や PLoS ONE 誌などに論文を掲載した。  
















平成 28 年 1 月 25 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合
格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
